
 

 

 

 

 

 

インクルーシブ教育へ向けて  

 

インクルーシブ教育－ともに学ぶ教育が必要とされている理由は、障がいのある人にとっての

「将来の社会参加」と深く関係しています。インクルーシブ教育では、障害のある人とない人が

互いを認め合い、互いを理解しあうことができ、障がいのある人にとっても、自分の特徴との付

き合い方、社会との折り合いをつける方法を学び、力をつけていくことができます。そして、す

べての子どもたちにとって、学校での体験が将来の社会での指針となります。 

したがって、共生社会を実現していくためにはインクルーシブ教育の実現が大切なのです。 

 

共生社会での自立と社会参加へ向けて 
支援学校の進路支援をご紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人的交流プロジェクトチーム発行 

R６・５号 

令和６年 ９月 10 日 

小田原支援学校 支援連携部  

題字：高 A２年生徒作品 

題字：小田原支援学校 高等部 2年生 

毎週火曜日に、７つの作業班（手工芸班、やきもの班、農園芸班、木工班、環

境整備班、受注班、紙工班）で作業学習を行います。 

作業内容に加え、報告や連絡、相談などを練習します。 

 

６月と１０月に２週間ずつ実習期間があり、 

校内実習か校外実習を行います。 

校外実習では、会社や福祉事業所などで実習を行います 

実習を重ね、ぴったり合った進路先を決定します 

自分に合うところ、特性を理解してもら

える所を探すことが大切！ 

↓  

共生社会へ向けて、理解されるところが

増えていくことが大切です 

 就労・・法定雇用率２.５％。一般企業や特例

子会社など 

 福祉サービス・・企業就労を目指す、就労移

行支援・就労継続支援 A型、B 型。生活介

護事業所、地域活動支援センターなど 

 職業訓練、機能訓練、生活訓練など 

小田原支援学校 HP 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高等部の進路学習（作業学習・実習など）を通してめざすこと 

 

卒業生が、社会の一員として、自分らしく、充実した生活を送るために、高等部在学中に事業所見学や職場実

習を行い、より本人に合った進路を決定していきます。その中で、会社や事業所とたくさんの対話をしながら、相

互理解に努めることがとても大切です。卒業後は、事業所や会社のほかに、相談機関や市町の福祉局とも連携

しながら自立と社会参加を支えていきます。 


